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々
皆
さ
ん
が
御
希
望
の
よ
り
内
容
を
豊
富
に
ミ
い
ふ
こ
ミ
を
皆
さ
ん
自

身
編
輯
の
人
達
を
お
助
け
し
て
實
現
さ
れ
ん
こ
ご
を
切
に
希
望
致
し
ま

す
。
思
は
す
話
が
脇
道
に
外
れ
ま
し
た
が
、
プ
レ
ア
デ
ス
の
距
離
ミ
か

光
度
ミ
か
等
ミ
い
ふ
も
の
に
就
ま
し
て
は
，
私
よ
り
も
却
て
皆
さ
ん
の

方
が
よ
く
御
存
じ
の
事
ε
思
ひ
ま
す
か
ら
、
こ
・
に
は
省
く
事
に
し
て

最
後
に
一
寸
，
嚇
言
、
プ
レ
ア
デ
ス
が
冬
夜
の
星
々
で
あ
る
爲
に
私
達

に
か
く
迄
も
懐
ま
れ
ろ
ご
い
ふ
こ
ぐ
」
，
帥
ち
星
ε
い
ふ
も
の
は
、
是
を

仰
ぐ
入
に
，
季
節
に
よ
っ
て
、
そ
の
見
る
感
情
を
異
に
す
る
ε
い
ふ
こ

一
こ
を
お
話
し
た
い
ミ
討
ひ
・
ま
す
。
そ
れ
は
，
例
へ
ば
、
こ
の
プ
レ
ア
．
テ

ス
に
致
し
ま
し
て
も
，
私
は
こ
れ
が
運
よ
く
冬
日
に
現
は
れ
た
が
爲
に

そ
の
親
し
さ
や
懐
し
さ
を
か
く
迄
も
私
達
に
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
こ
思
ふ
の
で
す
。
假
に
冠
し
，
こ
の
プ
レ
ア
デ
ス
が
春
の
宵
室
に

現
は
れ
た
一
こ
し
て
御
覧
な
さ
い
Q
私
蓬
は
そ
の
時
は
恐
ら
く
は
，
今
よ

り
一
番
淡
く
瞬
く
で
あ
ら
う
微
か
な
一
れ
ら
の
星
々
に
乏
し
て
蟹
座
の

プ
レ
セ
ー
べ
程
に
さ
へ
も
感
ず
る
こ
一
こ
は
な
い
で
せ
う
。
眉
際
こ
の
澄

み
切
っ
た
霜
枯
れ
の
寒
室
に
．
池
の
凍
り
つ
く
様
な
透
徹
し
た
群
星
の

輝
き
に
立
交
っ
て
居
て
こ
そ
、
始
め
て
、
あ
れ
ま
で
の
優
し
み
こ
懐
し

み
一
こ
，
そ
し
て
魅
惑
的
な
感
情
ミ
を
與
へ
る
事
が
出
訴
る
の
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま
ぬ
る

で
せ
う
か
。
若
し
認
れ
が
生
温
い
夏
の
宵
な
・
ご
に
、
ぼ
ん
や
り
出
て
來

た
の
で
は
楽
才
の
興
味
も
ひ
か
な
か
っ
た
の
で
は
御
座
い
ま
す
ま
い
か

誠
に
星
は
季
節
に
よ
っ
て
そ
の
感
惜
を
異
に
す
る
。
プ
レ
ア
デ
ス
は
此

冬
室
に
あ
っ
て
、
始
め
て
私
に
之
だ
け
の
情
操
を
與
へ
た
の
で
御
座
い

’
六

ま
す
。
私
の
好
き
な
プ
レ
ア
デ
ス
は
，
必
ず
冬
の
輪
島
を
飾
る
累
々
で

な
・
～
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　
で
は
皆
さ
ん
。
私
は
私
の
プ
レ
ア
デ
ス
を
通
じ
て
，
皆
さ
ん
に
、
皆

さ
ん
が
お
互
に
天
界
の
爲
に
，
ひ
い
て
は
私
達
人
類
の
爲
に
、
近
年
の

中
に
な
り
ミ
、
私
達
會
員
の
数
が
，
あ
の
プ
レ
ア
デ
ス
の
そ
れ
に
も
優

っ
て
よ
り
多
く
な
り
ま
す
様
に
、
御
書
圖
を
希
望
い
た
し
て
置
ま
す
ゆ

「
プ
レ
ア
デ
ス
ε
私
」
こ
れ
で
打
切
り
ミ
致
し
ま
す
。
…
…
終
り
・
：
…

　
　
　
　
　
大
阪
市
教
育
會
天
文
講
演
會

　
　
去
ろ
十
月
二
十
六
日
午
後
二
時
よ
り
船
場
小
墨
・
校
に
於
い
て
天
丈
講
演
會

　
　
々
開
催
し
講
師
理
學
博
士
山
本
一
清
先
生
の
「
太
陽
ぜ
其
の
黒
黙
活
動
」
の

　
　
講
演
が
あ
っ
糞
Q
定
刻
巳
に
三
百
の
酪
衆
が
押
し
寄
ぜ
れ
。
大
阪
市
敏
育
會

　
　
宝
事
松
本
朝
吉
氏
そ
の
他
幹
部
列
席
の
上
理
事
吉
岡
哲
夫
氏
の
開
眼
の
鍵

　
　
あ
り
Q
「
天
文
ほ
趣
味
芯
し
て
も
有
釜
な
も
の
で
あ
り
弥
に
敷
育
上
天
了
知

　
　
識
普
及
の
大
切
な
る
事
特
に
太
陽
定
人
生
の
關
係
の
重
大
な
る
事
よ
り
今

　
　
口
の
所
掲
の
演
題
の
も
ビ
に
蜥
講
演
禽
目
な
剛
囲
く
に
至
つ
六
次
酔
弟
」
な
述
べ
ら

　
　
れ
六
〇
引
も
明
き
講
演
に
移
り
、
山
本
博
士
が
「
太
陽
の
起
原
、
太
陽
の

　
　
大
き
さ
、
黒
酒
オ
ば
何
ぞ
、
翌
翌
の
地
球
に
及
ぼ
す
影
響
」
等
の
項
目
に

　
　
互
り
、
約
二
時
間
飴
、
素
人
に
も
徹
底
す
る
檬
懇
々
説
明
あ
り
、
嘉
衆
潜

　
　
し
て
「
太
陽
の
偉
大
な
る
こ
ピ
、
黒
黙
の
正
騰
に
何
で
あ
る
か
」
か
了
得

　
　
ぜ
し
め
ら
れ
、
最
後
に
黒
鮎
の
地
球
に
及
ば
ず
影
響
ミ
し
て
ほ
、
黒
鮎
活

　
　
動
ば
太
陽
磁
歪
の
影
響
な
地
球
磁
氣
の
上
に
及
ぼ
す
べ
き
に
確
か
な
る
も

　
　
世
間
に
流
布
ぜ
ら
れ
六
る
如
き
迷
信
的
の
影
響
に
あ
ろ
べ
き
で
な
い
こ
亡

　
　
を
力
遷
し
、
以
て
一
般
の
迷
信
打
破
に
有
盆
な
る
反
響
た
興
へ
ら
れ
、
講

　
　
演
終
っ
て
、
引
き
つ
9
き
天
罰
幻
燈
た
以
て
天
下
嘉
事
實
或
ば
欧
来
の
大

　
　
天
丈
塵
等
の
紹
介
あ
り
、
一
暦
興
味
な
喚
趨
ぜ
ら
れ
カ
。
大
阪
市
教
育
會

　
　
に
、
此
の
象
に
よ
り
、
一
匡
天
文
知
識
准
普
及
し
、
一
に
天
文
的
趣
味
の

　
　
喚
起
上
多
大
な
る
殻
果
を
牧
め
得
隔
る
こ
ミ
」
信
じ
て
會
況
大
要
聖
別
上

　
　
に
報
皆
す
る
こ
定
㌧
し
糞
。
（
M
、
T
生
記
）



返
し
て
申
し
ま
し
た
。

　
科
學
は
人
間
を
彼
れ
自
ら
向
上
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
・
こ
，
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ほ
ん
噛
こ
に
自
然
に
親
し
み
を
斑
え
た
人
は
幸
福
で
あ
り
ま
す
。
常
に

何
か
尊
い
も
の
に
よ
っ
て
力
づ
け
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
何
物
か
力

強
い
も
の
に
よ
つ
て
向
上
せ
し
め
ら
れ
浮
化
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
こ

に
人
間
の
誇
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
？
實
に
星
室
の
美
は
世

の
如
何
な
る
美
し
い
も
の
に
も
優
れ
て
美
し
く
奥
床
し
い
も
の
で
す
。

而
も
何
人
も
之
の
美
し
さ
を
厳
し
む
こ
ε
が
出
來
ま
す
。
石
炭
文
明
に

酔
ひ
快
樂
を
求
め
て
止
ま
ざ
る
現
代
の
人
は
も
う
少
し
自
然
に
親
し
ん

で
も
よ
い
一
こ
思
ひ
ま
す
。
私
達
は
自
然
の
駒
澤
を
拒
否
す
る
な
く
し
て

入
生
を
全
う
す
る
様
に
、
幼
い
頃
か
ら
も
つ
ミ
も
つ
ミ
教
へ
ら
れ
て
く

る
べ
き
筈
だ
の
に
。
こ
の
立
場
か
ら
し
て
私
は
幼
い
も
の
（
1
敢
て
年

齢
の
上
の
幼
い
も
の
で
な
く
ざ
も
い
・
ε
思
ひ
ま
す
が
一
）
の
偶
め
に

心
か
ら
力
を
致
す
人
の
一
人
た
り
マ
」
も
多
か
ら
ん
事
を
切
に
願
ふ
も
の

で
あ
り
ま
す
。
（
十
月
廿
五
日
）

O
京
都
層
雲
大
學
第
三
十
一
回
金
曜
特
別
講
演
　
　
左
の
廼
リ
、

目
下
開
期
中
。
一
法
學
部
大
講
堂
で
、
毎
圓
午
後
四
昨
十
五
分
事
実
Q
入
場
随

意
。題

「
近
代
の
天
髄
宇
宙
観
」
　
　
　
　
理
學
博
士
　
　
山
　
本
　
　
一
　
清
氏

（
十
一
月
二
十
日
）
　
　
一
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
以
前
　
　
二
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
の
宇
宙
研
究

（
同
　
ご
十
七
日
）
　
　
三
、
天
禮
の
距
離
　
　
　
　
四
、
星
の
数
如
何

（
十
ご
月
四
日
）
　
五
、
星
の
固
有
蓮
動
　
　
六
、
星
の
覗
線
蓮
動

（
同
　
　
十
一
日
）
　
七
、
星
群
亡
星
團
　
　
　
八
、
星
雲
の
誹
問
題

（
同
　
　
十
七
日
）
　
　
九
、
天
禮
の
物
理
　
　
　
　
十
、
宇
宙
の
進
化

一
上
海
よ

れ
リ
ー

前
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

先
日
來
基
青
の
前
田
氏
等
温
起
で
天
文
の
會
ε
云
ふ
の
が
出
來
ま

し
た
、
私
も
私
の
事
業
の
都
合
で
積
極
的
の
活
動
は
出
來
ま
せ
ぬ

が
、
何
は
置
い
て
も
出
來
得
る
限
り
の
カ
を
蒸
留
に
心
し
た
い
S

思
っ
て
居
り
ま
す
。
九
月
二
十
六
日
置
満
地
の
日
本
人
高
等
女
帯

校
で
丁
度
時
節
仲
秋
の
月
の
會
が
開
か
れ
ツ
ァ
イ
ス
、
ゴ
ル
ヅ
、

ロ
ス
、
二
吋
牟
が
ら
三
口
の
四
本
の
肇
遠
鏡
が
晴
天
の
八
日
の
月

に
向
け
ら
れ
、
西
方
印
度
寺
の
圓
屋
根
に
落
ち
か
㌧
つ
て
み
る
土

星
，
月
の
光
り
も
臆
せ
ぬ
美
し
い
木
星
等
を
襯
測
し
閉
會
八
時
牛

の
豫
定
が
九
時
過
ぎ
て
も
未
だ
生
徒
蓬
は
望
遠
鏡
を
離
れ
す
私
恥
こ

し
て
も
實
に
心
嬉
し
く
思
ひ
ま
し
た
。
恐
ら
く
此
の
大
上
海
が
開

け
て
堪
來
、
四
基
の
望
遠
鏡
が
並
ん
だ
事
は
當
夜
が
稽
矢
だ
唱
ご
存

じ
ま
す

　
　
　
十
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
義
　
清

　
　
山
　
本
　
先
　
生

一
九
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雑

報

●
木
星
の
四
大
衛
星
　
小
望
憾
言
で
容
易
に
認
め
得

る
木
星
の
四
大
衛
星
の
表
厨
の
二
様
が
研
究
さ
れ
て

居
る
定
言
へ
ば
多
く
の
記
者
に
驚
か
れ
ろ
で
ゼ
う
Q

覗
直
径
ほ
僅
か
に
一
・
五
秒
う
｝
里
向
ふ
の
五
銭
白
銅
…

の
大
当
さ
も
な
い
も
の
が
あ
ろ
が
現
在
の
五
吋
望
蓮

鏡
に
よ
っ
て
其
の
形
密
々
知
り
得
る
け
れ
こ
も
其
の

表
面
の
樺
搬
に
至
っ
て
ば
十
吋
級
の
も
の
で
辛
じ
て

認
め
得
数
十
吋
の
望
遠
鏡
に
よ
っ
て
も
容
易
に
其
の

正
燈
を
穣
出
ず
る
事
が
出
來
な
い
。
第
一
、
二
、
三
、

四
に
ご
”
¢
筒
。
署
噸
O
p
コ
〉
日
①
創
①
”
○
簿
臣
舞
。
●
ピ
い
ふ

名
が
付
い
て
居
る
Q
ハ
ー
セ
ル
の
頃
か
ら
す
で
に
白

輻
時
間
の
決
定
が
試
み
ら
．
れ
て
ば
居
り
「
入
五
〇
年

頃
よ
り
ラ
シ
セ
ル
・
ウ
エ
ブ
等
に
．
よ
っ
て
表
｝
面
第
一
測

が
始
め
ら
れ
て
房
療
が
一
入
八
七
1
一
八
九
一
年
に

亙
る
モ
ー
レ
ス
ウ
ナ
ー
ス
氏
の
各
衛
星
の
色
及
び
光

度
の
獅
、
測
が
爽
衷
さ
れ
う
ま
で
蝕
り
三
日
さ
れ
な
か

つ
カ
。
　
一
入
九
〇
及
一
入
九
三
年
可
ツ
ク
の
バ
ー
ナ

ー
ド
氏
ば
大
三
十
六
吋
に
よ
り
第
一
術
星
が
木
星
の

表
面
経
過
の
際
其
の
面
の
延
長
し
楕
圓
形
た
呈
出
ろ

事
よ
η
槻
測
の
結
巣
面
の
爾
極
が
多
少
暗
き
事
為
獲

見
第
三
衛
星
上
に
不
規
則
な
ろ
模
様
な
槻
諾
し
乳
。

白
轄
雷
公
響
が
多
少
異
ろ
事
な
も
知
つ
★
。
一
入
九

二
年
ピ
ケ
M
ン
グ
氏
ば
ペ
ル
の
ア
レ
キ
パ
に
於
て
十

三
吋
為
使
用
し
ダ
グ
ラ
ス
氏
の
助
け
潜
得
て
第
一
衛

星
が
楕
圓
形
た
な
し
自
韓
時
間
か
十
三
畦
間
三
分
な

ろ
事
た
知
っ
雲
Q
し
か
も
軌
道
上
の
吊
輪
に
於
て
楕

品
形
の
形
歌
炬
異
に
す
る
を
知
つ
六
〇
野
望
読
に
ぱ

替
成
説
も
反
対
説
も
あ
っ
六
。

　
ピ
ケ
リ
ン
グ
ぱ
｝
八
九
四
年
ロ
ー
エ
レ
天
文
皇
に

於
て
観
測
、
総
て
の
術
星
が
里
謡
形
訳
な
し
第
二
以

外
に
模
様
た
獲
聡
し
六
。
纂
↓
衛
星
の
白
墨
畦
間
＋

三
時
間
三
分
第
二
丁
壮
四
十
一
畔
間
二
十
四
分
第
三

四
匹
何
れ
も
自
公
轄
一
致
す
る
結
果
な
得
六
Q
一
入
九

七
年
ダ
グ
ラ
ス
氏
ほ
・
ー
エ
〃
天
文
蔓
に
於
て
第
三

術
星
の
塊
圖
な
書
紀
蓮
梨
郷
の
模
様
た
示
し
カ
O
第

一
衛
星
か
楕
興
奮
な
る
潜
確
か
め
第
三
四
衛
星
の
白

公
韓
二
致
す
る
な
知
つ
実
Q
同
時
に
セ
イ
ロ
ン
島
の

モ
ー
レ
ス
ウ
ォ
ー
ス
氏
マ
μ
十
二
吋
カ
ル
パ
ー
に
よ
己
リ

筑
二
の
楕
甲
形
な
ろ
ほ
パ
ー
ナ
ー
ト
の
如
く
赤
道
帯

の
輝
き
に
よ
る
な
知
り
第
三
衛
星
の
圖
を
三
つ
れ
が

獲
表
さ
れ
、
な
か
つ
カ
。
プ
ソ
ン
ネ
ル
氏
に
ダ
グ
ラ
ス

氏
の
槻
愚
な
整
．
署
し
第
一
の
白
韓
時
間
に
十
二
切
間

二
十
四
分
第
三
第
四
の
自
公
靱
「
致
野
鼠
つ
れ
Q
モ

ー
レ
ス
ウ
ォ
ー
ス
氏
ば
一
九
〇
三
一
五
に
も
槻
上
し

索
が
問
題
ぱ
解
決
さ
れ
な
か
つ
カ
Q
　
一
九
〇
四
年
ス

ペ
イ
ン
の
コ
ー
マ
ス
ソ
ラ
氏
ぱ
第
三
衛
星
の
早
川
縣

々
実
測
し
六
Q
引
温
き
襯
測
し
六
が
一
九
〇
七
年
の

魏
測
に
ば
明
か
に
攣
化
す
ろ
模
、
檬
」
他
見
六
Q
　
一
九
〇

入
・
九
年
に
に
ヨ
ジ
ハ
ネ
ス
パ
ー
グ
の
イ
ン
ネ
ス
氏

に
書
意
グ
ラ
ブ
に
て
循
呆
の
形
欺
を
槻
測
有
力
な
研

究
を
聚
．
表
し
公
O
エ
リ
ソ
ン
ホ
ー
ク
ス
氏
ば
一
九
一

一
年
十
八
吋
カ
ッ
バ
ー
に
よ
り
斑
黙
か
予
測
し
六
Q

一
九
一
四
年
英
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
氏
の
イ
ン
ネ
ス
。

ホ
ー
ク
ス
及
白
　
白
山
の
蚕
齢
皿
に
よ
リ
公
蠣
「
よ
り
約
一
畦

間
短
い
自
韓
時
間
な
得
て
居
ろ
。
一
九
工
へ
年
ウ
オ

タ
ー
フ
イ
ル
ト
氏
に
ク
ソ
〃
十
寸
に
よ
り
第
四
の
白

韓
公
韓
相
等
し
き
々
見
出
し
穴
。
最
近
の
最
も
電
要

な
る
観
測
ほ
ブ
イ
”
ツ
プ
ス
氏
に
よ
リ
八
吋
ク
ソ
ク

に
よ
U
得
ら
れ
六
第
三
衛
星
の
楕
罰
奉
の
測
定
及
長

軸
の
綿
密
な
ろ
観
測
で
あ
．
つ
て
自
計
及
公
揮
の
ほ
ダ

相
等
し
き
た
示
し
て
居
ろ
。
此
の
楕
円
率
の
攣
化
匡

表
面
の
模
様
に
よ
る
も
の
亡
さ
れ
て
居
ろ
。

　
以
上
の
斜
な
経
過
ば
あ
る
が
殆
ん
ご
何
等
問
頴
▽
μ

解
決
さ
れ
て
居
な
い
。
数
十
時
の
大
口
裡
書
窓
百
倍

の
倍
率
こ
し
か
も
紹
罫
的
の
良
好
な
ろ
空
氣
か
要
す

る
爲
に
極
め
て
困
難
な
る
問
題
力
る
ば
明
白
で
あ

ろ
Q（

衛
星
の
表
面
の
如
き
問
題
ば
邦
文
の
書
に
匡
未
だ

　
回
も
出
陣
ら
れ
力
事
が
無
い
檬
に
思
ふ
。
島
．
の
記

事
に
K
M
誌
に
マ
〃
ド
ナ
ツ
ド
氏
が
記
載
ぜ
ら
れ

カ
も
の
よ
q
記
し
糞
も
の
で
あ
る
）
O
（
中
村
）

●
故
マ
ー
ク
ウ
イ
ツ
ク
八
佐
（
国
．
図
・
ン
熟
『
パ
づ
∴
o
パ
）

器
量
の
素
人
天
丈
野
晒
ば
著
名
な
マ
ー
ル
ウ
イ
ン
ク

大
佐
を
去
ろ
七
月
七
十
二
歳
で
失
つ
カ
Q
氏
ほ
軍
人

で
あ
っ
れ
が
麟
味
オ
ぜ
る
天
雛
観
測
に
於
て
ば
世
界

の
素
人
に
於
て
著
名
で
あ
っ
て
二
十
歳
の
青
年
の
頃

す
で
に
天
騰
に
欝
す
る
趣
味
ば
養
己
れ
て
居
つ
ナ
ら

氏
の
趣
味
ば
多
年
の
太
陽
オ
攣
光
星
の
観
測
に
よ
っ

て
表
匡
さ
れ
て
逸
る
。
入
黒
影
カ
ル
バ
1
経
緯
豪
に

よ
っ
て
行
ほ
れ
力
攣
光
星
の
観
測
ほ
英
閾
天
文
協
會

の
攣
光
星
部
の
報
皆
の
纏
て
に
わ
た
っ
て
居
り
数
萬

ご
い
ふ
多
数
に
な
っ
て
居
る
。
長
週
期
星
の
襯
聾
者

亡
し
て
に
英
主
に
於
け
る
第
一
人
者
で
、
あ
っ
六
Q

二
・
八
吋
エ
リ
ナ
ソ
ト
赤
道
儀
ば
氏
が
海
外
駐
在
中

に
も
矩
用
《
う
も
の
で
五
十
年
近
く
太
陽
表
面
の
連

緬
観
測
か
行
つ
糞
。
叉
近
年
求
め
三
四
吋
グ
ラ
ン
プ

二
五
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一赤
道
儀
に
よ
っ
て
一
九
二
二
年
よ
り
今
年
「
月
病
の

爲
中
止
す
る
ま
で
毎
月
有
力
な
ろ
太
陽
槻
測
の
結
果

か
詳
細
に
瓦
既
誌
に
焚
表
し
垂
垂
の
戯
者
を
喜
ば

し
て
居
六
。
カ
ダ
一
人
の
素
人
の
小
望
蓮
鏡
に
よ
っ

て
爲
さ
れ
六
幽
畢
業
亡
に
舜
肖
へ
世
…
界
的
に
偉
大
且
つ
出
旦

重
な
る
も
の
で
あ
る
Q

　
氏
の
貴
重
な
太
陽
連
績
観
測
ば
中
継
さ
れ
れ
が
英

の
ス
ト
ラ
カ
ン
氏
に
よ
っ
て
十
吋
ク
ソ
〃
ク
ー
デ
式

望
遠
鋭
に
よ
り
綴
績
さ
れ
る
事
ビ
な
つ
糞
。

　
氏
の
〆
三
幅
遠
鏡
一
切
博
μ
べ
一
・
刀
一
託
の
手
か
縄
て
嵩
具

物
に
出
て
居
る
Q
四
吋
グ
ラ
ン
プ
赤
道
儀
時
計
及
度

盛
環
附
合
七
十
五
ポ
ン
ド
　
四
吋
を
入
る
べ
き
ド
1

ム
四
十
七
ボ
ン
ド
　
微
動
装
置
付
き
カ
ル
ヴ
ア
ー
入

吋
牛
経
緯
肇
三
十
入
ボ
ン
ド
ニ
・
入
紐
エ
リ
ナ
フ
ー

赤
道
儀
木
製
三
脚
盗
二
十
ポ
ン
ド
（
中
村
）

●
プ
ロ
ツ
キ
氏
の
青
蝿
眞
圖
イ
タ
可
Ψ
の
バ
ー
ゲ

ン
師
の
×
H
［
圖
の
商
事
］
倶
複
實
爪
囲
【
が
獲
膏
ハ
さ
れ
力
事

は
御
承
知
ビ
思
ふ
。
最
近
現
物
が
到
着
し
た
の
で
將

來
間
違
ひ
の
無
き
爲
必
要
な
説
閉
秘
し
て
お
寄
よ
μ
い

　
原
圖
ぱ
バ
ー
ゲ
ン
師
が
来
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
天
丈

豪
に
於
て
十
二
吋
屈
折
に
よ
り
作
製
さ
れ
糞
も
の
で

十
三
等
星
総
て
が
含
ま
れ
て
居
る
が
此
の
圖
ば
極
小

期
に
於
て
不
便
恥
感
で
る
所
か
ら
更
に
ヴ
ァ
チ
カ
ン

天
丈
盛
に
於
て
親
野
の
中
心
十
分
の
内
に
十
四
等
潜

観
測
し
て
原
厨
秘
補
ふ
爲
に
作
ら
れ
六
も
の
で
あ

る
。
從
っ
て
此
の
圖
ぱ
小
口
裡
の
望
遠
鏡
で
に
甚
だ

困
難
一
ぐ
先
．
つ
山
内
謁
級
存
要
ず
7
る
O
　
又
多
く
の
相
物
A
口
狭

来
日
の
上
圃
に
含
ま
れ
ろ
最
大
の
星
が
僅
か
十
二
等

に
過
を
外
事
が
多
い
。
通
常
十
等
以
下
で
あ
る
か
ら

バ
ー
ゲ
ン
氏
の
A
S
V
の
原
圖
或
に
A
A
V
S

0
等
の
大
型
の
圓
た
必
要
ぜ
す
る
〇
三
吋
四
吋
で
ば

使
ひ
難
く
肖
り
義
心
も
な
い
が
中
口
裡
の
望
遺
鏡
で

極
小
の
観
測
に
に
麺
好
の
圖
で
あ
る
。
（
中
村
）

●
ス
レ
ー
ド
氏
の
反
射
鏡
　
最
近
に
廣
皆
を
規
し
れ

英
の
反
山
射
鏡
㎝
製
作
者
ス
ソ
ー
ド
Q
Q
蜀
自
Φ
氏
へ
値
段
な

問
合
ほ
砿
六
所
轄
の
通
り
の
親
切
な
串
込
み
が
あ
り

ま
し
六
〇

　
貴
下
の
意
見
の
通
り
反
射
鏡
の
名
轡
の
爲
に
一
つ

ぜ
し
て
不
完
全
な
反
射
鏡
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
ば

な
ら
ぬ
ミ
思
ひ
ま
す
。
自
分
の
反
射
鏡
製
作
に
趣
昧

の
爲
め
で
生
活
費
な
得
る
爲
で
ば
あ
り
ま
ぜ
ん
。
私

に
英
に
於
け
る
最
良
の
製
作
者
ミ
知
ら
れ
て
居
ろ
カ

ル
ヴ
ア
ー
や
エ
リ
ソ
ン
の
鏡
よ
り
も
良
い
ピ
自
信
し

て
居
り
ま
す
。
此
の
事
た
確
め
る
爲
に
是
非
自
分
の

作
っ
糞
最
善
の
六
吋
牛
市
試
み
て
も
ら
い
雲
い
ビ
思

び
ま
す
Q

　
現
品
Q
六
吋
矩
鏡
　
焦
黙
距
離
四
十
七
吋
牛
　
小

　
亭
面
鏡
な
含
む
。
鍍
銀
し
て
等
方
に
セ
〃
及
び
蓋

　
な
つ
ゆ
り
僧
旧
格
十
ポ
ン
ド

　
拗
…
物
線
鏡
の
裏
面
に
単
面
鏡
試
騙
…
の
爲
完
成
ぜ
る

　
三
野
面
の
｝
つ
で
光
耀
急
心
瞼
に
用
ひ
得
る
最
良

　
の
亭
面
で
あ
る
。

　
修
…
件
O
註
文
に
、
匡
坐
墨
金
即
ち
玉
ボ
ン
ド
奉
佛
ひ
口
甑

　
物
到
曲
君
後
葉
齢
鵯
に
｝
巡
過
後
五
ポ
ン
ド
な
申
・
受
け

　
る
。
不
満
足
で
鏡
な
返
さ
れ
＋
”
な
れ
ば
現
金
潜
返

　
す
。

ス
レ
ー
ド
氏
に
古
く
よ
リ
名
な
知
ら
れ
て
居
た
人
で

エ
リ
ソ
ン
氏
の
弄
え
た
受
け
エ
リ
ソ
ン
氏
の
自
慢
ぜ

る
一
人
で
あ
ろ
Q
從
っ
て
製
品
に
は
問
逡
ひ
な
い
亡

思
ふ
。
殊
に
島
の
現
品
ほ
試
験
の
爲
め
逡
ら
れ
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
二
六

き
も
の
で
購
入
す
れ
ば
二
十
ポ
ン
ド
た
償
す
る
孕
面

を
兼
ね
る
Q
希
望
者
ば
自
分
宛
に
知
ら
ぜ
て
も
ら
い

れ
い
輸
～
入
事
務
ば
小
生
責
任
為
も
つ
て
行
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
　
　
要
）

O
剛
新
星
？
　
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
天
文
豪

長
マ
ル
ス
・
チ
ル
フ
教
授
に
近
頃
鷲
座
に
一
つ
新
星

ら
し
い
も
の
准
細
見
し
六
〇
位
置
に

麺
難
漢
意
㏄
鞍
九
二
手
・
）

で
、
光
度
に
八
・
七
等
級
で
あ
る
が
、
こ
ん
な
星
ほ

ガ
ン
星
表
に
も
無
く
、
叉
、
近
頃
ま
で
如
何
な
る
天

謹
爲
眞
に
も
現
ほ
れ
な
か
つ
カ
0
若
し
細
れ
が
新
星

で
な
け
れ
ば
、
多
分
、
掘
る
珍
し
い
型
の
一
新
憂
光

星
か
も
知
れ
な
い
。

●
セ
ラ
ス
キ
博
士
逝
く
　
前
の
モ
ス
コ
ウ
天
文
弓
長

ヰ
ト
ル
ド
・
セ
ラ
ス
キ
（
叢
帥
。
試
O
①
噴
要
説
凶
）
敦
授
匡
近

頃
七
十
六
歳
で
逝
去
し
糞
。
教
授
に
天
雨
樋
眞
研
究

を
も
つ
て
有
名
で
あ
り
、
同
夫
人
に
此
等
の
爲
眞
板

に
よ
り
多
数
の
攣
光
星
々
獲
与
し
糞
こ
ビ
で
世
界
に

聞
こ
え
て
み
ろ
。

●
彗
塁
だ
よ
リ
コ
ペ
ン
団
匪
ゲ
ン
か
ら
の
電
報
に

よ
る
ご
、
去
る
十
月
九
日
ロ
シ
ア
の
カ
ル
コ
フ
天
文

憂
の
バ
ラ
バ
シ
ェ
フ
氏
に

　
赤
維
ニ
ニ
時
　
二
分
二
入
秒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
九
二
五
・
0
）

　
赤
緯
（
北
）
五
度
二
七
分

に
十
五
等
級
の
一
彗
星
た
嚢
見
し
索
亡
い
ふ
。
但
し

蓮
動
の
方
向
や
其
の
後
の
験
態
不
明
。

　
叉
後
報
に
よ
れ
ば
、
去
る
十
一
月
十
七
日
来
國
ヤ

ー
キ
ー
ス
天
丈
璽
の
プ
ン
ビ
ー
ス
プ
ル
〃
氏
匡
｝
新

彗
星
潜
護
聾
し
六
〇
光
度
に
入
等
O
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す
窩
働
、
寧
で
吾
々
六
人
ほ
日
本
人
青
年
會
館
に
行
き
、
そ
れ
か
ら
、
更
に
吾
々
ぜ

森
氏
這
の
三
人
だ
け
抵
コ
ン
ノ
ー
ト
路
の
大
西
氏
宅
な
訪
ね
六
〇
皆
々
天
時
友
蓮

ば
か
り
で
あ
る
。

　
夜
八
時
か
ら
自
分
ぱ
日
本
人
青
年
會
館
で
天
丈
熱
心
家
雲
ち
の
忌
め
に
一
場
の

講
演
奄
し
、
後
、
案
内
さ
れ
て
大
西
氏
宅
に
ミ
ま
ろ
。
一
聯
が
最
近
手
に
入
れ

ら
れ
糞
ツ
ァ
イ
ス
製
四
吋
口
蓋
の
ハ
イ
カ
ラ
な
赤
痘
儀
望
土
野
二
見
六
。

二
月
二
噌
八
日
（
土
）

　
朝
、
暫
く
大
西
氏
オ
天
文
に
關
す
ろ
話
し
な
す
る
Q
氏
の
大
め
に
四
吋
望
蓮
鏡

室
の
設
計
や
揚
所
存
定
め
、
又
、
近
刊
の
天
丈
書
潜
一
賢
し
糞
。
十
時
か
ら
ば
森
氏

の
案
囚
で
上
海
の
市
街
所
々
を
見
物
し
、
正
午
に
匡
青
年
會
の
前
田
氏
に
招
か
れ

淋
戸
か
ら
來
遊
中
の
久
留
氏
を
加
へ
、
五
人
で
午
餐
潜
い
糞
ゾ
く
。

　
午
後
一
時
、
上
海
禺
帆
。
一
夜
に
小
泉
氏
ざ
お
そ
く
ま
で
敵
果
旅
行
の
印
象

准
謡
し
合
ふ
。

三
月
閏
日
（
月
）

　
朝
九
時
雫
か
ら
目
本
人
九
名
が
集
ま
っ
て
小
集
會
た
し
、
黒
崎
氏
が
説
教
し
れ

其
の
後
、
小
泉
氏
た
中
心
亡
し
六
パ
レ
ス
チ
ナ
族
行
談
が
あ
っ
糞
。

　
船
ぱ
　
路
鹿
見
島
の
南
奄
指
し
て
進
む
Q
正
午
の
位
麗
、
北
緯
三
十
一
度
六
分

東
経
百
二
十
六
度
四
十
七
分
。
海
面
極
め
て
果
穏
で
あ
る
o
i
午
後
、
森
川
氏

に
案
内
さ
れ
て
、
自
分
ご
英
子
ぜ
ば
船
橋
、
海
圖
篁
、
無
線
電
信
局
、
機
關
室
等

を
見
象
Q

　
京
都
の
川
崎
氏
亡
電
報
の
往
復
潜
す
ろ
。
い
よ
一
口
本
が
近
い
。

罫
月
二
日
（
月
）

　
朝
早
く
鹿
兄
島
の
佐
多
岬
沖
な
過
ぎ
、
土
佐
灘
に
進
む
。
北
風
が
張
く
、
横
波

な
塞
・
げ
、
船
の
ロ
ー
リ
ン
グ
が
可
な
り
あ
っ
象
け
れ
ご
、
船
客
陰
日
い
そ
ー
ピ

上
陸
の
準
備
た
し
て
み
ろ
。

　
正
午
、
北
緯
三
十
一
度
四
十
七
分
、
東
経
百
三
十
二
度
二
十
六
分
。

三
月
三
日
（
火
）

　
朝
六
二
、
船
ぼ
紳
戸
の
和
田
岬
沖
に
到
着
Q
三
三
や
税
關
検
査
な
受
け
て
み
る

問
に
、
、
更
に
進
ん
で
葦
戸
港
第
四
突
堤
に
適
い
糞
。
一
自
分
等
は
多
く
の
親
族

崩
「
友
だ
ち
に
浬
へ
ら
れ
、
上
陸
後
、
　
一
族
館
に
少
憩
其
の
問
に
閑
た
ぬ
す
ん
で
、

三
四

白
一
分
ぱ
森
下
氏
等
の
撹
案
内
で
海
洋
隔
胃
壁
塵
な
訪
開
U
o
川
上
氏
「
に
．
迎
へ
・
り
れ
．
、
十

洗
出
蓮
儀
や
子
午
儀
や
太
陽
分
光
器
な
ご
、
天
丈
部
の
主
要
設
備
た
見
ぜ
て
貰
つ

宏
。　

午
後
二
時
過
ぎ
紳
戸
三
宮
嚢
、
同
四
時
愚
な
つ
か
し
い
京
都
羅
に
着
、
新
城
教

授
な
始
め
、
多
く
の
方
々
に
迎
へ
ら
れ
れ
。

　
前
後
ニ
ケ
雄
牛
に
わ
六
ろ
自
分
等
の
外
遊
も
之
れ
で
全
く
終
り
た
皆
げ
カ
わ
け

で
あ
ろ
。
（
終
）

0
彗
星
畿
見
二
つ

　
十
一
月
十
九
日
、
コ
ン
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
天
丈
露
な
る
二
丈
電
報
中
央
局
か
ら
の

電
報
に
よ
れ
ば
、
去
ろ
十
一
月
十
七
日
十
一
時
三
十
一
分
九
に
米
閣
ヤ
ー
キ
ー
ス

天
丈
蔓
の
ゾ
ン
ビ
ー
ス
プ
ル
ソ
ク
敏
授
に

　
　
赤
継
　
　
十
一
畦
五
山
四
分
一
ニ
ニ
秒
　
　
　
　
　
毎
日
東
へ
　
　
一
回
分

　
　
赤
緯
〃
　
（
北
）
　
三
四
度
五
六
分
　
　
　
　
同
　
南
…
へ
二
日
分

の
所
に
八
等
級
の
「
新
彗
星
た
褒
戯
し
六
亡
い
ふ
。
二
十
日
夜
以
來
、
京
都
で
も

膨
れ
た
朝
皐
く
東
天
に
襯
凝
し
て
ゐ
う
が
、
東
北
方
に
尾
翼
見
ゼ
て
る
る
Q
之
れ

今
年
度
の
第
十
彗
星
で
あ
ろ
Q

　
叉
、
次
い
で
十
「
月
十
入
日
に
ベ
ル
リ
ン
大
學
天
文
蚕
の
車
ル
ク
氏
に

　
　
赤
経
　
十
七
時
　

一
分
三
七
秒
　
　
　
　
｛
母
日
東
へ
十
・
七
分
二
〇
秒

　
　
赤
緯
　
（
北
）
三
五
度
二
八
分
二
〇
秒
　
　
同
　
南
へ
　
ニ
論
語
〇
分

の
所
に
一
新
彗
星
た
幾
日
し
カ
。
光
度
ほ
七
等
。
京
都
大
學
で
1
一
二
十
三
日
の
U

浸
か
ら
一
葦
し
て
み
る
Q
干
れ
が
今
年
度
第
十
一
番
の
彗
星
で
あ
ろ
。

　
右
、
何
れ
も
光
り
が
大
き
く
、
又
、
、
便
利
な
位
置
に
あ
る
か
ら
三
煽
ぐ
ら
み
な

望
蓮
鏡
の
所
有
者
ば
襯
空
し
得
る
だ
ら
う
。

0
中
村
要
氏
　
…
年
志
願
丘
？
、
し
て
野
砲
兵
第
二
＋
二
二
隊
に
勤
務
中
で
あ
っ

れ
同
氏
ば
十
一
月
宋
除
隊
マ
」
な
り
、
大
鷹
天
元
蔓
へ
露
ら
れ
ろ
筈
。


